
City情報広場

YUFU CITY INFORMATION MAGAZINE

2005

11November

Vo.2ハッピーバースデー

まちのスポットライト
ALTの紹介
DEAR 図書館だより
まちかどズームアップ

みんなの広場

PH：西庄内保育所「園児の勇壮な舞」
　　～第16回庄内神楽祭りより～

あらかしの森 林通信も
り

市報ゆふ
11月号　2005　Vol.2

● 初代市長誕生

● 市民の代表26名を紹介

● 市民の皆さんに聞きました
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無所属・新人
住所：湯布院町川西

江
藤 

明
彦 

議
員

（57歳）
無所属・新人
住所：庄内町大龍

新
井 

一
徳 
議
員

（50歳）

無所属・新人
住所：湯布院町川西

久
保 
博
義 
議
員

（61歳）
無所属・新人
住所：挾間町古野

工
藤 

安
雄 

議
員

（62歳）
無所属・新人
住所：挾間町小野

小
野 

二
三
人 

議
員

（62歳）
無所属・新人
住所：湯布院町川上

太
田 

正
美 

議
員

（55歳）

無所属・新人
住所：湯布院町川北

佐 

藤　

正 

議
員

（57歳）
無所属・新人
住所：庄内町高岡

佐
藤 

郁
夫 

議
員

（54歳）
無所属・新人
住所：湯布院町川南

小
林 

華
弥
子 

議
員 無所属・新人

住所：挾間町谷

後
藤 

憲
次 

議
員

（69歳）

共産党・新人
住所：挾間町朴木

西 

郡　

均 

議
員

（54歳）
無所属・新人
住所：挾間町下市

利
光 

直
人 

議
員

（58歳）
無所属・新人
住所：挾間町鬼崎

田
中 

真
理
子 

議
員 無所属・新人

住所：湯布院町川北

立
川 

剛
志 

議
員

（50歳）

公明党・新人
住所：挾間町古野

渕
野 

け
さ
子 

議
員 無所属・新人

住所：庄内町西

藤
柴 

厚
才 

議
員

（57歳）
無所属・新人
住所：挾間町北方

丹
生 

文
雄 

議
員

（65歳）
無所属・新人
住所：挾間町挾間

二
宮 

英
俊 

議
員

（55歳）

無所属・新人
住所：湯布院町川上

高
橋 

義
孝 

議
員

（38歳）
無所属・新人
住所：庄内町畑田

生
野 

征
平 

議
員

（66歳）
無所属・新人
住所：庄内町北大津留

佐
藤 

人
巳 

議
員

（57歳）
無所属・新人
住所：庄内町北大津留

佐
藤 

友
信 

議
員

（54歳）

無所属・新人
住所：湯布院町川南

吉
村 

幸
治 

議
員

（62歳）
無所属・新人
住所：庄内町渕

山
村 

博
司 

議
員

（67歳）
無所属・新人
住所：湯布院町川上

溝
口 

泰
章 

議
員

（54歳）
無所属・新人
住所：庄内町東長宝

三
重
野 

精
二 
議
員

敬称は略させていただきます。（右から左へ50音順）
※年齢は10月30日現在です。
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（37歳）

（58歳）

（54歳）

（66歳）

初代由布市議会議員の誕生です
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　早く３町の顔が見えるようになって
ほしいです。横のつながりが持てるよ
うなイベントや催し物でお互いが共有
できるものがあればいいですね。由布
市全体で手をつないでいけたら素晴ら
しいですね。

利光　恵子さん
（湯布院町川上・保育園園長）

利光　恵子さん
（湯布院町川上・保育園園長）

　少子化の波で、子どもたちの数は減
ってきています。由布市では子育て中
のお母さんたちが、子育てに夢が持て
る環境整備を進めてもらいたいと思い
ます。子どもは地域の宝です。子ども
たちが未来への希望を持って、笑顔で
過ごせるまちであってほしいです。

戸伏　かおりさん
（庄内町畑田・保育士）

河野　涼さん
（湯布院町川西・湯布院中３年）

戸伏　かおりさん
（庄内町畑田・保育士）

　農業に力を入れ、３町がお互いに仲
良くできたらいいと思います。今後の
発展に期待したいですね。そして、隣
の県都・大分市に負けないような由布
市になってほしいですね。

大野　千寿子さん
（挾間町七蔵司・農業）
大野　千寿子さん
（挾間町七蔵司・農業）

　部活で野球をしていたので、スポー
ツ施設を整えてほしいです。市内の中
学生の交流の場があったらいいですね。
また、学習環境の整備として学校内に
冷房が完備できたらいいと思います。

河野　涼さん
（湯布院町川西・湯布院中３年）

　市民の立場にたち、地域の発展につ
ながる市政を期待したいです。また、
由布市になっても、庁舎での用事がス
ムーズにいけることが大切ですね。早
く市民全体がひとつになり、お互いの
交流ができるようになってほしいです。

大嶋　昌子さん
（挾間町谷）
大嶋　昌子さん
（挾間町谷）

　現在、神楽座に所属しています。エ
リアが広くなったことで、地域力が落
ち、今までみんなに愛されてきたお祭
りや伝統芸能などが衰退していくのは
寂しいです。地域が元気で、みんなが
ゆとりをもって生活できる由布市にな
ることを期待しています。

安部　貞美さん
（庄内町庄内原・自営業）
安部　貞美さん

（庄内町庄内原・自営業）

　次世代を担う子ども達に、将来を託
すことができるような由布市を築いて
くれたらうれしい。そして、市民間の
つながりが深まっていけたらいいです
ね。また、働くお母さん方が元気で働
けるまちを、ぜひ！

高倉　健太郎さん
（湯布院町川上・自営業・花店）
高倉　健太郎さん

（湯布院町川上・自営業・花店）

　３町の特色を活かし、住みよいまち
を築いてくれたらいいです。また、道
路網の整備をして、市内の交流がスム
ーズにできるようになれば便利だと思
います。これからの由布市の発展に期
待したいです。

甲下　典志さん
（挾間町向原・自営業・酒店）
甲下　典志さん

（挾間町向原・自営業・酒店）

　大分県の中央に位置する由布市。自
然、農産物など由布市の魅力を、さら
にピーアールしてもらいたいです。ま
た、だれもが安心して暮らせるまちで
あることを願っていると思います。緊
急時の避難所の設備整備などを進めて
もらいたいです。

佐藤　勝美さん
（庄内町長野・農業）
佐藤　勝美さん
（庄内町長野・農業）

市
民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

市民の皆さんに聞きました。

新
し
い
ま
ち
へ
の

　
　
　

期
待
と
思
い

新
し
い
ま
ち
へ
の

　
　
　

期
待
と
思
い未来を担う子ども達も期待しています。
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由
布
市
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
歩
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
答
え
、
意
見
を
述
べ

る
地
域
審
議
会
を
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
の
各
振
興
局
区
域
に
設
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
民
の
皆
様
に
積
極
的
に
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
計
画
の
策
定
や
見

直
し
等
に
お
い
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
審
議
会
は
各
振
興
局
区
域
の
各
種
団
体

等
の
代
表
者
と
一
般
公
募
委
員
で
構
成
し
ま
す
。

　

今
回
、
一
般
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
由
布
市
づ
く
り
に
関
心

を
お
持
ち
の
皆
様
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
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公
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間
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応
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④ 

募
集
人
員
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応
募
結
果
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申
込
み
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問
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先

一
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公
募
（
申
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込
み
は
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局
地
域
振
興
課
）

※
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振
興
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の
地
域
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付
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応
募
用
紙
に
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要
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項
を
記
入
の
上
、
ご

提
出
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だ
さ
い
。
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月
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日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

①
応
募
す
る
振
興
局
内
に
住
所
を
有
し
、
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方
。

②
平
成
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年
10
月
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日
現
在
で
18
歳
以
上
の
方
（
た
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し
学
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は
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。）

③
ま
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。
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由
布
市
自
治
委
員
会

　
　

  
会
長
に
安
部
清
美
さ
ん

　

10
月
11
日
、
市
役
所
庄
内
庁
舎
に
お
い
て
由
布
市
自
治
委
員
会
役
員

会
が
開
か
れ
、
会
長
な
ど
16
人
の
役
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
10
月

1
日
現
在
、
由
布
市
内
の
自
治
区
数
は
1
5
0
自
治
区
（
挾
間
54
自
治
区
、

庄
内
57
自
治
区
、
湯
布
院
39
自
治
区
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員
は
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

由布市自治委員会役員名簿
役 職

会 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

安 　 部 　 清 　 美
工 　 藤 　 誠 　 一
八 　 川 　 清 　 彦
後 　 藤 　 文 　 雄
橋 　 本 　 憲 　 治
川 　 野 　 聲 　 虎
佐 　 藤 　 憲 　 人
生 　 野 　 　 　 功
溝 　 辺 　 萬 　 里
泉 　 　 　 忠 　 久
小 　 野 　 哲 　 蔵
一 法 師 　 嘉 　 六
生 　 嶋 　 英 　 年
竹 　 原 　 陽 　 三
麻 　 生 　 喜 士 郎
秋 　 吉 　 文 　 男

　自 治 区 名　　 氏 名 　

来 鉢 東 部

永 十

岳 本

海 老 毛

来 鉢 西 部

上 市

下 筒 口

東 家

柿 原 １ 区

大龍東部１区

小 野 屋

直 野 内 山

新 町 2

東 石 松 3

畑 倉

　 畑 　

（挾 間 町）

（庄 内 町）

（湯布院町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（湯布院町）

（湯布院町）

（湯布院町）

（湯布院町）

由
布
市
地
域
審
議
会
委
員

募
集

平成18年度市立幼稚園児の募集を行います。幼稚園児募集幼稚園児募集幼稚園児募集幼稚園児募集

受 付 期 間
受 付 場 所
入 園 資 格

授 業 料
必 要 書 類

保 育 時 間
預かり保育

そ の 他
申込・問合先

…
…
…

…
…

…
…

…
…

11月10日（木）～12月9日（水）（土・日・祝日を除く）

西庄内幼稚園、阿南幼稚園、由布市教育委員会学校教育課

5歳児（平成12年4月2日生まれ～平成13年4月1日生まれ）
4歳児（平成13年4月2日生まれ～平成14年4月1日生まれ）
月額　3,000円　

幼稚園入園願（書類は由布市学校教育課、各幼稚園に用意しています。）

※対象児の家庭には、別途案内状を送付します。

月曜日～金曜日（土・日・祝日は休園）

平成18年4月から、預かり保育を実施します。詳しくは、後日説明会などを実施して

お知らせいたします。

月曜日～金曜日は給食を実施しています。

学校教育課（　0977-84-3111）
阿南幼稚園（　097-582-1757）西庄内幼稚園（　097-582-3040）

西庄内幼稚園・阿南幼稚園西庄内幼稚園・阿南幼稚園

受 付 期 間
受 付 場 所
入 園 資 格

授 業 料

必 要 書 類

保 育 時 間

預かり保育

そ の 他
申込・問合先

…
…
…

…

…

…

…

…
…

●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

11月10日（木）～12月9日（水）（土・日・祝日を除く）

由布院幼稚園、湯平幼稚園、由布市教育委員会学校教育課

5歳児（平成12年4月2日生まれ～平成13年4月1日生まれ）
4歳児（平成13年4月2日生まれ～平成14年4月1日生まれ）
月額　3,000円　

幼稚園入園願（書類は由布市学校教育課、各幼稚園に用意しています。）

※対象児の家庭には、別途案内状を送付します。

月曜日～金曜日（午前8時30分～午後2時30分）

※園は午前7時30分から開いています。（土・日・祝日は休園）

午後2時30分～午後6時

　

毎日お弁当が必要です。

学校教育課（　0977-84-3111）
由布院幼稚園（　0977-84-2038）湯平幼稚園（　0977-86-2704）

由布院幼稚園・湯平幼稚園由布院幼稚園・湯平幼稚園

※教材費、ＰＴＡ会費、牛乳代等は別途必要です。

※スクールバス利用者は、バス代が必要です。

※夏休みなどの長期休暇も預かります。

※湯平幼稚園も実施予定です。

※詳しいことは説明会でお話しします。

FAXFAXFAXFAX

市政だより 市政だより

2005.11⑧⑨2005.11

挾間町内の園児募集は広報はさま9月号に掲載しています。預かり保育の件については、各幼稚園及び
学校教育課にお問い合わせください。



　

由
布
市
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
歩
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
答
え
、
意
見
を
述
べ

る
地
域
審
議
会
を
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
の
各
振
興
局
区
域
に
設
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
民
の
皆
様
に
積
極
的
に
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
計
画
の
策
定
や
見

直
し
等
に
お
い
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
審
議
会
は
各
振
興
局
区
域
の
各
種
団
体

等
の
代
表
者
と
一
般
公
募
委
員
で
構
成
し
ま
す
。

　

今
回
、
一
般
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
由
布
市
づ
く
り
に
関
心

を
お
持
ち
の
皆
様
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 

応
募
方
法 

② 

公
募
期
間

③ 

応
募
資
格

④ 

募
集
人
員

⑤ 

応
募
結
果

⑥ 

申
込
み
先

⑦ 

問
合
せ
先

一
般
公
募
（
申
し
込
み
は
各
振
興
局
地
域
振
興
課
）

※
各
振
興
局
の
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

①
応
募
す
る
振
興
局
内
に
住
所
を
有
し
、
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方
。

②
平
成
17
年
10
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
学
生
は
除
く
。）

③
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
と
関
心
が
あ
る
方
。

※
住
所
地
以
外
の
審
議
会
に
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。
議
員
・
公
務
員
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
地
域
審
議
会
に
各
５
人

※
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
の
募
集
定
員
（
５
人
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
各
振
興
局
地

域
振
興
課
で
公
開
抽
選
会
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

抽
選
の
結
果
は
公
表
し
、
採
用
者
に
は
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
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由
布
市
自
治
委
員
会

　
　

  

会
長
に
安
部
清
美
さ
ん

　

10
月
11
日
、
市
役
所
庄
内
庁
舎
に
お
い
て
由
布
市
自
治
委
員
会
役
員

会
が
開
か
れ
、
会
長
な
ど
16
人
の
役
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
10
月

1
日
現
在
、
由
布
市
内
の
自
治
区
数
は
1
5
0
自
治
区
（
挾
間
54
自
治
区
、

庄
内
57
自
治
区
、
湯
布
院
39
自
治
区
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員
は
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

由布市自治委員会役員名簿
役 職

会 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

役 　 員

安 　 部 　 清 　 美
工 　 藤 　 誠 　 一
八 　 川 　 清 　 彦
後 　 藤 　 文 　 雄
橋 　 本 　 憲 　 治
川 　 野 　 聲 　 虎
佐 　 藤 　 憲 　 人
生 　 野 　 　 　 功
溝 　 辺 　 萬 　 里
泉 　 　 　 忠 　 久
小 　 野 　 哲 　 蔵
一 法 師 　 嘉 　 六
生 　 嶋 　 英 　 年
竹 　 原 　 陽 　 三
麻 　 生 　 喜 士 郎
秋 　 吉 　 文 　 男

　自 治 区 名　　 氏 名 　

来 鉢 東 部

永 十

岳 本

海 老 毛

来 鉢 西 部

上 市

下 筒 口

東 家

柿 原 １ 区

大龍東部１区

小 野 屋

直 野 内 山

新 町 2

東 石 松 3

畑 倉

　 畑 　

（挾 間 町）

（庄 内 町）

（湯布院町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（挾 間 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（庄 内 町）

（湯布院町）

（湯布院町）

（湯布院町）

（湯布院町）

由
布
市
地
域
審
議
会
委
員

募
集

平成18年度市立幼稚園児の募集を行います。幼稚園児募集幼稚園児募集幼稚園児募集幼稚園児募集

受 付 期 間
受 付 場 所
入 園 資 格

授 業 料
必 要 書 類

保 育 時 間
預かり保育

そ の 他
申込・問合先

…
…
…

…
…

…
…

…
…

11月10日（木）～12月9日（水）（土・日・祝日を除く）

西庄内幼稚園、阿南幼稚園、由布市教育委員会学校教育課

5歳児（平成12年4月2日生まれ～平成13年4月1日生まれ）
4歳児（平成13年4月2日生まれ～平成14年4月1日生まれ）
月額　3,000円　

幼稚園入園願（書類は由布市学校教育課、各幼稚園に用意しています。）

※対象児の家庭には、別途案内状を送付します。

月曜日～金曜日（土・日・祝日は休園）

平成18年4月から、預かり保育を実施します。詳しくは、後日説明会などを実施して

お知らせいたします。

月曜日～金曜日は給食を実施しています。

学校教育課（　0977-84-3111）
阿南幼稚園（　097-582-1757）西庄内幼稚園（　097-582-3040）

西庄内幼稚園・阿南幼稚園西庄内幼稚園・阿南幼稚園

受 付 期 間
受 付 場 所
入 園 資 格

授 業 料

必 要 書 類

保 育 時 間

預かり保育

そ の 他
申込・問合先

…
…
…

…

…

…

…

…
…

●
●
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●
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●
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●
●

●
●
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●

●

●

●

●
●

11月10日（木）～12月9日（水）（土・日・祝日を除く）

由布院幼稚園、湯平幼稚園、由布市教育委員会学校教育課

5歳児（平成12年4月2日生まれ～平成13年4月1日生まれ）
4歳児（平成13年4月2日生まれ～平成14年4月1日生まれ）
月額　3,000円　

幼稚園入園願（書類は由布市学校教育課、各幼稚園に用意しています。）

※対象児の家庭には、別途案内状を送付します。

月曜日～金曜日（午前8時30分～午後2時30分）

※園は午前7時30分から開いています。（土・日・祝日は休園）

午後2時30分～午後6時

　

毎日お弁当が必要です。

学校教育課（　0977-84-3111）
由布院幼稚園（　0977-84-2038）湯平幼稚園（　0977-86-2704）

由布院幼稚園・湯平幼稚園由布院幼稚園・湯平幼稚園

※教材費、ＰＴＡ会費、牛乳代等は別途必要です。

※スクールバス利用者は、バス代が必要です。

※夏休みなどの長期休暇も預かります。

※湯平幼稚園も実施予定です。

※詳しいことは説明会でお話しします。

FAXFAXFAXFAX

市政だより 市政だより

2005.11⑧⑨2005.11

挾間町内の園児募集は広報はさま9月号に掲載しています。預かり保育の件については、各幼稚園及び
学校教育課にお問い合わせください。



市政だより 市政だより

　

「
年
末
調
整
」
は
、
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
つ
い

て
給
料
や
賞
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
を
し
た
税
額
と
、
そ
の

年
の
給
与
の
総
額
に
お
け
る
納
め
る
べ
き
税
額
と
を
比
べ
て
、
そ
の
過
不

足
額
を
精
算
す
る
手
続
き
で
、
給
与
の
源
泉
徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
す
。

　

本
年
の
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
「
税
制
改
正
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
配
偶
者
特
別
控
除
（
最
高
38
万
円
）
と
配
偶
者
控
除
（
38
万
円
）
と
の
重
複

控
除
の
適
用
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て
控
除
さ
れ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
分
以
後
か
ら
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
年
者
控
除
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
分
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
平
成
17
年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
及
び
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
か
ら
「
老
年
者
」
欄
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
年
金
保
険
料
等
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
納

付
証
明
書
の
添
付
等
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
分
以
後
の
年
末
調
整
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
た
国
民
年
金
保
険
料
等
の
金
額
が

あ
る
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
「
国
民
年
金
保
険
料
等
の
金
額
」

を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
18
年
1
月
か
ら
「
源
泉
徴
収
税
額
表
」
が
変
わ
り
ま
す
。

　

定
率
減
税
の
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
18
年
1
月
1
日
以

後
に
支
払
う
べ
き
毎
月
の
給
与
や
賞
与
の
源
泉
徴
収
の
際
に
使
用
す
る
税
額
表
が
、

定
率
減
税
の
額
の
引
き
下
げ
を
織
り
込
ん
だ
も
の
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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委
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は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
で
す
。

　

現
在
、
約
1
4,
0
0
0
人
の
委

員
が
全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

講
演
会
や
座
談
会
を
開
催
し
た
り
、

法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
自
宅
な
ど

で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校

な
ど
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
人
権
擁

護
委
員
の
中
か
ら
子
ど
も
の
人
権
問

題
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
「
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
」
が
設
け
ら
れ
、

全
国
で
約
９
５
０
人
の
専
門
委
員
が

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
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平
成
17
年
10
月
1
日
付
け
で
、

油
布
紋
子
さ
ん
（
挾
間
町
）
が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
由
布
市
内
に
は

9
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
永
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
由
布
市
人
権
擁
護
委

員
の
御
手
洗
篤
雄
さ
ん
（
庄
内
町
）
が
、

こ
の
ほ
ど
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

－
－

女
性
の
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口

●女性が抱える様々な問題や悩みを解決するため、適切な情報提供・助言

女性総合相談（アイネス）　　097・534・8874
月曜日～金曜日　9：00～16：30

●女性の人権問題全般について

女性の人権ホットライン（大分地方法務局）　　097・532・0164
月曜日～金曜日　8：30～17：00

●夫・パートナーからの暴力について

配偶者暴力相談支援センター　　097・544・3900
月曜日～金曜日　9：00～21：00　土日祝日　13：00～21：00

●職場でのセクハラや性別による差別的取り扱いについて

大分労働局雇用均等室　　097・532・4025
月曜日～金曜日 8：30～17：00

●スクール・セクハラについて

大分県教育庁人権・同和教育課　　097・534・4366
月曜日～金曜日　9：00～17：00　メールによる相談 no-sekuhara@oita-ed.jp

●夫・パートナーからの暴力、ストーカー等について

警察安全相談：大分県警察本部広報課　　097・534・9110
月曜日～金曜日　9：30～18：00 （短縮ダイヤル「＃9110」）

※最寄りの警察署総務課でも相談できます。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　

毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
や
あ
な
た
の
親
し
い
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

－
－

おしえて！国民年金おしえて！国民年金おしえて！国民年金

　年金週間は、皆さんが年金を身近で大切なもの

と考え、年金制度についての関心と理解を深めて

いただくことを目的としています。

　年金制度は社会全体で高齢者を支える「世代間

扶養」により、やがて訪れる老後の安定した収入

を確保するために大切なものです。

　ぜひこの機会に年金について考えてみませんか。

年金請求などの年金相談　  0570・05・1165
年金を受けている方の年金相談

　　　　　　　　　　　 0570・07・1165
※受付時間は午前8時30分～午後5時

 （土・日・祝日を除く）

国勢調査

　皆さんの

調査票は、厳重な

管理の下、集計中です。

　年内には速報結果と

して日本の人口が

明らかになります。

調査票へのご記入ありがとうございました

国勢調査
ただいま集計中11月6日から12日は「年金週間」です。

「ねんきんダイヤル」

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
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収
を
し
た
税
額
と
、
そ
の

年
の
給
与
の
総
額
に
お
け
る
納
め
る
べ
き
税
額
と
を
比
べ
て
、
そ
の
過
不

足
額
を
精
算
す
る
手
続
き
で
、
給
与
の
源
泉
徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
す
。

　

本
年
の
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
「
税
制
改
正
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
配
偶
者
特
別
控
除
（
最
高
38
万
円
）
と
配
偶
者
控
除
（
38
万
円
）
と
の
重
複

控
除
の
適
用
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て
控
除
さ
れ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
分
以
後
か
ら
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
年
者
控
除
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
分
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
平
成
17
年
分
の
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得
の
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及
び
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的
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の
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は
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納
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の
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が
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と
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に
「
国
民
年
金
保
険
料
等
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と
と
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成
18
年
1
月
か
ら
「
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徴
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表
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定
率
減
税
の
額
が
引
き
下
げ
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る
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と
に
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、
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成
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年
1
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1
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以
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に
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毎
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の
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賞
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の
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の
人
権
相
談
所
や
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の
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の
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を
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る
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、
積
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的
な
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を

行
っ
て
い
ま
す
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ま
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、
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で
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の
ほ
ど
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を
受
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ま
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。
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女
性
の
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口

●女性が抱える様々な問題や悩みを解決するため、適切な情報提供・助言

女性総合相談（アイネス）　　097・534・8874
月曜日～金曜日　9：00～16：30

●女性の人権問題全般について

女性の人権ホットライン（大分地方法務局）　　097・532・0164
月曜日～金曜日　8：30～17：00

●夫・パートナーからの暴力について

配偶者暴力相談支援センター　　097・544・3900
月曜日～金曜日　9：00～21：00　土日祝日　13：00～21：00

●職場でのセクハラや性別による差別的取り扱いについて

大分労働局雇用均等室　　097・532・4025
月曜日～金曜日 8：30～17：00

●スクール・セクハラについて

大分県教育庁人権・同和教育課　　097・534・4366
月曜日～金曜日　9：00～17：00　メールによる相談 no-sekuhara@oita-ed.jp

●夫・パートナーからの暴力、ストーカー等について

警察安全相談：大分県警察本部広報課　　097・534・9110
月曜日～金曜日　9：30～18：00 （短縮ダイヤル「＃9110」）

※最寄りの警察署総務課でも相談できます。
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性
に
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す
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暴
力
を

な
く
す
運
動

　

毎
年
11
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も
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で
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、
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も
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は
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に
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が
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に
つ
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て
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だ
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おしえて！国民年金おしえて！国民年金おしえて！国民年金

　年金週間は、皆さんが年金を身近で大切なもの

と考え、年金制度についての関心と理解を深めて

いただくことを目的としています。

　年金制度は社会全体で高齢者を支える「世代間

扶養」により、やがて訪れる老後の安定した収入

を確保するために大切なものです。

　ぜひこの機会に年金について考えてみませんか。

年金請求などの年金相談　  0570・05・1165
年金を受けている方の年金相談

　　　　　　　　　　　 0570・07・1165
※受付時間は午前8時30分～午後5時

 （土・日・祝日を除く）

国勢調査

　皆さんの

調査票は、厳重な

管理の下、集計中です。

　年内には速報結果と

して日本の人口が

明らかになります。

調査票へのご記入ありがとうございました

国勢調査
ただいま集計中11月6日から12日は「年金週間」です。

「ねんきんダイヤル」

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
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市政だより 市政だより

高齢者のインフルエンザ予防接種を行っています

麻しん（はしか）と風しんの2回接種制度が始まります

視
聴
覚
障
害
教
育
相
談

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

障
害
の
状
態
及
び
発
達
段
階
、
特
性

に
応
じ
た
教
育
の
在
り
方
や
医
療
等

に
つ
い
て
の
適
切
な
援
助
を
行
う
た

め
に
、
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
…
11
月
28
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所
…
大
分
県
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者
…
視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
ま
た
は
関
係

者
（
保
育
士
・
教
員
等
）

内
容
…
視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児

童
・
生
徒
の
家
庭
で
の
接
し
方
、
保
育
、

教
育
、
医
療
に
関
す
る
こ
と

担
当
者
…
盲
学
校
教
員

申
込
・
問
い
合
わ
せ
…
由
布
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
教
務
指
導
係

　

０
９
７
７
‐
８
４
‐
３
１
１
１
（
内

線
２
４
４
）

由
布
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
設
立
記
念
講
演
会

日
時
…
12
月
１
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
…
由
布
市
は
さ
ま
未
来
館
３
階

大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
…
食
禅
一
味
〜
い
ざ
コ
ン
ビ

ニ
で
サ
プ
リ
を
食
わ
ん
〜

講
師
…
情
和
園
施
設
長　

土
師
寿
三

先
生　

対
象
者
…
由
布
市
民
の
方
で
あ
れ
ば

参
加
自
由
で
す
。
事
前
の
申
し
込
み

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
は
さ
ま
未
来
館
健
康

セ
ン
タ
ー

　

０
９
７
‐
５
８
３
‐
１
１
１
１
（
内

線
２
１
２
３
）

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

定
時
登
録
に
伴
う
平
成
17
年
12

月
２
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
…
12
月
３
日（
土
）〜
12

月
７
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
…
由
布
市
選
挙
管
理
委
員

会寄
付

　

大
分
県
太
鼓
連
合
か
ら
市
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

小学校就学前に2回の接種
●現在は、１歳～７歳６カ月の間に、麻しんワクチンと風しんワクチンを一度ずつ接種する制度ですが、平

　成18年４月からはＭＲ混合ワクチンを使用することで、麻しんと風しんの予防接種は一度で済むようにな

　ります。より高い予防の効果を得るために、２回接種を新たな制度として導入します。より大きな集団生

　活（小学校）を始める前に接種することが望ましいため、小学校就学前の１年間に２回目の接種を行うこ

　とになります。 

かかりつけ医と相談を
●平成18年４月１日以降、定期の予防接種としては、ＭＲ混合ワクチンのみとなり、現在使用されている麻

　しんワクチン及び風しんワクチンに関しては、定期の予防接種（予防接種法に位置づけられている接種）

　では使用されないようになりますが、かかりつけ医とご相談のうえ、保護者の希望により、接種を受ける

　ことは可能です。

●現在、麻しんと風しんの予防接種の対象者（１歳～７歳６カ月の者）で、まだ麻しんと風しんの予防接種

　を受けていないお子さんがいらっしゃる保護者の方は、かかりつけ医とよく相談し、ぜひとも早期に接種

　を受けることをお勧めします。

　健康温泉館「クアージュゆふいん」は、ドイツの温泉治
療の技術を取り入れた健康づくりのための入浴施設です。
　思いっきりリラックスしてこころもからだもリフレッシ
ュしてください。
　健康温泉館は、水着を着用して運動浴・野外運動浴、露
天運動浴、ジャグジー浴、ボディーシャワー、ワールプー
ル浴、冷水浴の入浴法が楽しめます。地域の皆さんを誘って、
健康づくり、仲間づくりをしましょう。

健康温泉館で健康づくり

◆入館料　市民300円（１人１回、６歳未満無料）
　　　　会員料金もあります。
◆問い合わせ　由布市湯布院健康温泉館　  0977-84-4881

予防接種のお知らせ
高齢者のインフルエンザ予防接種を行っています

対　象　者…満65歳以上の市民（接種日現在で65歳に達している方）

接種期間…11月１日～１月31日

接種回数…１人１回接種

接種料金…自己負担分1,000円

　　　　　ただし、生活保護世帯は無料になりますので、事前に湯布院は

　　　　　福祉対策課、庄内・挾間は市民サービス課に申し出てください。

持　参　品…健康手帳及び住所確認のできるもの（保険証等）

接種方法…県内の医療機関（大分大学医学部附属病院等の一部医療機関を

　　　　　除く）に直接申し込んでください。

麻しん（はしか）と風しんの2回接種制度が始まります

【改正前】 【改正後】

（対　象　者）　１歳～７歳６カ月の者

（接種方法）　麻しんワクチン及び風しんワクチ

　　　　　　　ンを1回ずつ接種

（対　象　者）　第１期…１歳～２歳の者、第２期…５歳
　　　　　　　以上７歳未満の者で、小学校就学の始期
　　　　　　　に達するまでの日の１年前の日から当該
　　　　　　　始期に達する日の前日までの間にある者
　　　　　　　（幼稚園の年長児） 
（接種方法）　麻しん及び風しんの予防接種はＭＲ混合
　　　　　　　ワクチンを第１期、第２期で1回ずつ

由布市健康増進課

　0977－84－3111（内線３３２～３３６）問い合わせ

挾 間 町湯布院町
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よ
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。
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よ
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わ
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、
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○
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庄 内 町
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市政だより 市政だより

高齢者のインフルエンザ予防接種を行っています

麻しん（はしか）と風しんの2回接種制度が始まります
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。
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児
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児
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３
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３
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コ
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サ
プ
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〜

講
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和
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長　
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で
す
。
事
前
の
申
し
込
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せ
ん
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９
７
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５
８
３
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１
１
１
（
内
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２
１
２
３
）

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

定
時
登
録
に
伴
う
平
成
17
年
12

月
２
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
…
12
月
３
日（
土
）〜
12

月
７
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
…
由
布
市
選
挙
管
理
委
員

会寄
付

　

大
分
県
太
鼓
連
合
か
ら
市
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

小学校就学前に2回の接種
●現在は、１歳～７歳６カ月の間に、麻しんワクチンと風しんワクチンを一度ずつ接種する制度ですが、平

　成18年４月からはＭＲ混合ワクチンを使用することで、麻しんと風しんの予防接種は一度で済むようにな

　ります。より高い予防の効果を得るために、２回接種を新たな制度として導入します。より大きな集団生

　活（小学校）を始める前に接種することが望ましいため、小学校就学前の１年間に２回目の接種を行うこ

　とになります。 

かかりつけ医と相談を
●平成18年４月１日以降、定期の予防接種としては、ＭＲ混合ワクチンのみとなり、現在使用されている麻

　しんワクチン及び風しんワクチンに関しては、定期の予防接種（予防接種法に位置づけられている接種）

　では使用されないようになりますが、かかりつけ医とご相談のうえ、保護者の希望により、接種を受ける

　ことは可能です。

●現在、麻しんと風しんの予防接種の対象者（１歳～７歳６カ月の者）で、まだ麻しんと風しんの予防接種

　を受けていないお子さんがいらっしゃる保護者の方は、かかりつけ医とよく相談し、ぜひとも早期に接種

　を受けることをお勧めします。

　健康温泉館「クアージュゆふいん」は、ドイツの温泉治
療の技術を取り入れた健康づくりのための入浴施設です。
　思いっきりリラックスしてこころもからだもリフレッシ
ュしてください。
　健康温泉館は、水着を着用して運動浴・野外運動浴、露
天運動浴、ジャグジー浴、ボディーシャワー、ワールプー
ル浴、冷水浴の入浴法が楽しめます。地域の皆さんを誘って、
健康づくり、仲間づくりをしましょう。

健康温泉館で健康づくり

◆入館料　市民300円（１人１回、６歳未満無料）
　　　　会員料金もあります。
◆問い合わせ　由布市湯布院健康温泉館　  0977-84-4881

予防接種のお知らせ
高齢者のインフルエンザ予防接種を行っています

対　象　者…満65歳以上の市民（接種日現在で65歳に達している方）

接種期間…11月１日～１月31日

接種回数…１人１回接種

接種料金…自己負担分1,000円

　　　　　ただし、生活保護世帯は無料になりますので、事前に湯布院は

　　　　　福祉対策課、庄内・挾間は市民サービス課に申し出てください。

持　参　品…健康手帳及び住所確認のできるもの（保険証等）

接種方法…県内の医療機関（大分大学医学部附属病院等の一部医療機関を

　　　　　除く）に直接申し込んでください。

麻しん（はしか）と風しんの2回接種制度が始まります

【改正前】 【改正後】

（対　象　者）　１歳～７歳６カ月の者

（接種方法）　麻しんワクチン及び風しんワクチ

　　　　　　　ンを1回ずつ接種

（対　象　者）　第１期…１歳～２歳の者、第２期…５歳
　　　　　　　以上７歳未満の者で、小学校就学の始期
　　　　　　　に達するまでの日の１年前の日から当該
　　　　　　　始期に達する日の前日までの間にある者
　　　　　　　（幼稚園の年長児） 
（接種方法）　麻しん及び風しんの予防接種はＭＲ混合
　　　　　　　ワクチンを第１期、第２期で1回ずつ

由布市健康増進課

　0977－84－3111（内線３３２～３３６）問い合わせ
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由
布
市
庄
内
町
柿
原
三
○
二
番
地

　
　
　
　
　

庄
内
町
土
地
開
発
公
社　

清
算
人　

藤
川　

哲
雄
・
大
久
保
眞
一

　

「
湯
布
院
町
土
地
開
発
公
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」
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、
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
大
分
県
知
事
の
許
可

に
よ
り
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
「
由
布
市
土
地
開
発
公
社
」
と
名
称
が
か
わ
り
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事
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所
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地
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、
「
由
布
市
庄
内
町
柿
原
三
○
二
番
地
」
と
な
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悪質な「訪問販売によるリフォーム工事」にご用心！悪質な「訪問販売によるリフォーム工事」にご用心！
　

悪
質
な
「
訪
問
販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」
の
被

害
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
は
、
年
間
９，
０
０
０
件
前
後
「
訪
問
販
売
に
よ

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
お
り
、
悪
質

で
巧
妙
な
手
口
も
目
立
ち
ま
す
。

悪
質
な
理
由

●危険とおどして不要な工事
●今なら安い、本当は高い
●見積もりズサン、工事もズサン
●寄ってたかって次々販売

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
次
の
よ
う

な
注
意
が
必
要
で
す
。

■
契
約
す
る
前
に 

○
工
事
を
依
頼
す
る
か
ど
う
か
は
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て
十
分
に
検

    

討
す
る
こ
と
。 

○
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
な
い
こ
と
。 

■
契
約
す
る
と
き
は

○
複
数
の
会
社
か
ら
詳
細
な
見
積
も
り
を
取
る
こ
と
。

○
必
ず
改
修
計
画
図
（
書
）
、
工
程
表
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

■
契
約
し
た
後
に 

○
訪
問
販
売
の
場
合
、
工
事
の
開
始
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

    

間
内
で
あ
れ
ば
解
約
で
き
ま
す
。　

 

○
工
事
が
完
了
し
て
も
契
約
ど
お
り
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
か
を
確

    

認
す
る
ま
で
は
代
金
を
全
額
支
払
わ
な
い
こ
と
。

リフォーム

 

●
本
物
か
ど
う
か
の
見
分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
特
別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
、
裁
判
所
の
名
前
入
り
の
封

　

書
で
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

↓
は
が
き
や
普
通
郵
便
で
送
付
さ
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

②
郵
便
職
員
に
よ
る
手
渡
し
が
原
則
で
す
。

　

↓
は
が
き
な
ど
の
よ
う
に
郵
便
受
け
に
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
受
け
取
り
の
際
は
、
郵
便
職
員
か
ら
「
郵
便
送
達
報
告
書
」
に

　

署
名
又
は
押
印
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

④
ま
た
、
本
物
の
「
支
払
督
促
」
や
「
少
額
訴
訟
の
呼
出
状
」
に

　

は
、
「
事
件
番
号
」
・
「
事
件
名
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
支
払
い
督
促
」
に
つ
い
て
は
、「
督
促
異
義
申
立
書
」
が
一
緒

　

に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
は
金
銭

　

の
振
込
先
等
（
預
金
口
座
等
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

大分県消費生活・男女共同参画プラザ〈アイネス〉（TEL０９７－５３４－４０３４）
由布市商工観光課 （TEL０９７７－８４－３１１１）相談先

裁
判
手
続
を
利
用
し
た

　

架
空
請
求
に
ご
注
意
を
！

 

最
近
、「
支
払
督
促
」
や
「
少
額
訴
訟
」
と
い
っ
た
裁
判

所
の
手
続
を
悪
用
し
た
り
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
装
っ

た
架
空
請
求
が
見
ら
れ
ま
す
。

●本物の通知かどうか分
　からないときは、通知
　に書かれた連絡先には
　絶対に連絡しないでく
　ださい。
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市政だより

　新生・由布市が本格的に始動となりまし

た。これを契機に「市報ゆふ」も新生・広

報紙となりました。319・16平方キロの

由布市の端から端までをたずねて、まちの

話題を集めていきたいと思います。また、

あちらこちらにスポットライトを照らし、

まちの元気な場面を盛り上げていきたいと

考えています。どんな出会いや発見が待っ

ているか、胸ワクワクです。

◆今、世間では個人ブログが流行っている

とか…。個人でホームページを制作するよ

り簡単で、難しい知識もいらず便利な機能

も満載だそうです。ブログへのコメントや

トラックバック機能は、双方向のお手本か

もしれませんね。

　気が付けば、季節は秋から冬へと向かっ

ています。朝晩はめっきり寒くなり、こた

つが恋しくなってきました。我が家の部屋

の片隅に置かれていた扇風機もさすがに片

付けられたようです。外を見ると、山々の

木々も色付き始めました。季節の変化は風

景だけでなく、店頭などに並ぶ商品でも感

じられます。最近目立ってきたのが鍋コー

ナー。ＣＭなどでもよく見かけるようにな

りました。こたつを囲んでの鍋料理。寒さ

が苦手な私もこのときばかりは幸せを感じ

ます。

◆変化と言えば、今月号から広報紙もちょ

っぴりイメージチェンジ！両側から読むス

タイルです。まだまだ試行錯誤の段階。い

い意味で変化をご期待ください。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集
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● 初代市長誕生

● 市民の代表26名を紹介

● 市民の皆さんに聞きました
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スホットラ
イト

　

長
宝
歴
史
探
訪
会
は
３
年
前
に
設

立
。
６
名
の
会
員
で
始
ま
り
ま
し
た
。

会
で
は
地
域
内
久
保
地
区
の
歴
史
と

文
化
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ
、

『
長
宝
歴
史
探
訪
会
誌
・
久
保
編
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。
会
誌
で
は
地
区

の
歴
史
、
神
社
・
寺
院
、
文
化
財
や

氏
姓
の
由
来
な
ど
を
全
１
０
２
ペ
ー

ジ
に
渡
っ
て
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
小
野
正
良
さ
ん
は
「
３
年

前
に
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制

度
の
話
し
を
耳
に
し
、
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

平
成
４
年
ま
で
高
校
教
師
だ
っ
た

小
野
さ
ん
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
『
阿

南
西
国
三
十
三
所
観
音
』
（
※
）
に

つ
い
て
研
究
。
現
在
の
と
こ
ろ
24

体
ま
で
し
か
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

「
残
り
９
体
を
探
し
て
い
ま
す
が
…
」

と
小
野
さ
ん
。
こ
れ
が
会
の
発
足
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
き
な
理
由
で

す
。

　

「
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
、
発
足
以
来
、
会
員
は
毎
月
の
よ

う
に
集
ま
り
、
地
元
の
資
料
収
集
だ

け
で
な
く
、
県
内
の
資
料
館
等
に
足

を
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
が
、

運
良
く
、
地
区
内
に
古
文
書
を
解
読

で
き
る
人
が
い
た
お
か
げ
で
随
分
と

助
か
っ
た
そ
う
で
す
。
会
員
も
写
真

が
得
意
な
人
、
文
章
の
上
手
な
人
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
力
を

発
揮
し
た
そ
う
で
す
。　

　

「
参
考
文
献
と
は
ダ
ブ
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
た
ね
」
と
小
野
さ

ん
。
年
月
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
資

料
が
少
な
く
な
る
た
め
、
「
早
く
完

成
さ
せ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ

っ
た
と
か
。

　

制
作
費
用
は
全
て
有
志
の
協
賛
金

や
会
員
の
持
ち
出
し
に
よ
る
も
の
。

小
野
さ
ん
は
「
印
刷
の
段
階
で
手
間

取
り
、
入
稿
か
ら
発
刊
ま
で
３
ヵ
月

か
か
り
ま
し
た
。
苦
労
し
ま
し
た
よ
」

と
話
し
ま
す
。
会
誌
は
地
区
内
に
は

無
償
配
布
し
、
学
校
等
に
は
寄
贈
、

そ
の
他
は
有
料
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

会
誌
題
字
か
ら
次
は
他
の
地
区
の

会
誌
制
作
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
小
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
今
は

ま
だ
未
定
」
だ
そ
う
で
す
。

阿
南
西
国
三
十
三
所
観
音
の
形
状
と
刻
銘

「
こ
れ
を
ひ
な
形
に
し
て
他
地
区
で
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
小
野
さ
ん
。
な
お
、
会
誌
販
売
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

小
野
さ
ん
ま
で
。
（　

0
9
7
‐
5
8
2
‐
0
2
2
0
）

久保地区：庄内東部に位置し、旧大字西長宝地域の一部で小野屋地区に隣接する。
　　　　　世帯数は83（10月末現在）。
（※）これは1805年に臼杵原の「佐藤與三右衛門」によって造立された観音。彼の父秀宗の願い
　　を子の與三右衛門が果たしたもので、古文書には11ヵ村に造立したとあります。

まちの

スホットラ
イトスホットラ
イト

庄内町・長宝地域の文化を次世代へ

vol.1

2005.11③②2005.11

ちょう ほう

このコーナーは「元気な人とまち」を応援するために
シリーズで掲載していきます。 　挾間少年剣道クラブは創立30年をこえ、地域で

も伝統ある少年少女の剣道クラブです。

　道場長である宮崎慶喜教士7段をはじめ4名の指

導者のもと、現在は小学生から中学生まで22名の

剣士が稽古に励んでいます。

　剣道は身体や心をきたえ、何事にも積極的に取り

組む精神を育て、さらには礼節を身に付けるなどす

ばらしいものがあります。また、試合では相手に打

ち勝つ喜びだけでなく、自身がどれだけ成長したか

を学び、相手への感謝の心も忘れません。

　クラブは毎週月曜日と金曜日の午後6時30分か

ら8時まで、挾間小学校体育館で練習しています。

宮崎道場長は「まず、基本稽古が大切」と基本技を

ていねいにわかりやすく、子ども達に教えています。

剣士の中には兄弟で習っている子どもも多く、お互

いに競い合い、日々精進しています。

　今年夏の県剣道連盟主催の大会では、強豪チーム

相手に粘り勝ちするなどチームも大変よい雰囲気です。

苦しさに負けない稽古に全員で頑張っています。

※クラブでは小学生の剣士を募集しています。また、

練習日の見学もできます。興味がある子どもさんや

保護者の方ははいつでも練習場をのぞいてください。

※お問い合わせは平野（ 　097-583-3867）まで。

由布さわやかキッズ❶

剣は心なり！

スポーツにがんばる
子どもたちを紹介します

挾間少年剣道クラブ挾間少年剣道クラブ

　お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事
前に市役所総合政策課へ電話でお申し込みください。対象となるのは、
3歳以下のお子さんで旧3町広報紙のお誕生日コーナーに掲載された
ことがない方とします。12月号掲載分は11月18日を締切とします。

　　由布市総合政策課広報広聴係　 097－582－1111 内線217

ハッピー バースデーバースデー11月ハッピー
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申込先

中津熊 晟人ちゃん

平成15年11月29日生　柿原

なかつくま あきと

平成16年11月12日生　大龍

元気で
たくましく、

やさしい男の子に
育ってほしいです。

まわりの
たくさんの方々

の愛情を受けて大きく
なっています！これから
も色々な表情で楽し

ませてね。

元気いっぱ
い食欲旺盛で、

ちょっと恥ずかしがり
屋の晟人くん。これか
らもお姉ちゃんと仲

良くね。

糸永 大樹ちゃん

平成16年11月2日生　田代

いとなが だいき

大くんお誕
生日おめでとう。
人一倍食べて動いて
元気な大くんです。兄ち
ゃんとも仲良く遊ん

でます。

橋本 光平ちゃん

平成15年11月7日生　柿原

はしもと こうへい

富川 颯真ちゃん

とみかわ そうま

 



スホットラ
イト

　

長
宝
歴
史
探
訪
会
は
３
年
前
に
設

立
。
６
名
の
会
員
で
始
ま
り
ま
し
た
。

会
で
は
地
域
内
久
保
地
区
の
歴
史
と

文
化
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ
、

『
長
宝
歴
史
探
訪
会
誌
・
久
保
編
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。
会
誌
で
は
地
区

の
歴
史
、
神
社
・
寺
院
、
文
化
財
や

氏
姓
の
由
来
な
ど
を
全
１
０
２
ペ
ー

ジ
に
渡
っ
て
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
小
野
正
良
さ
ん
は
「
３
年

前
に
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制

度
の
話
し
を
耳
に
し
、
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

平
成
４
年
ま
で
高
校
教
師
だ
っ
た

小
野
さ
ん
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
『
阿

南
西
国
三
十
三
所
観
音
』
（
※
）
に

つ
い
て
研
究
。
現
在
の
と
こ
ろ
24

体
ま
で
し
か
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

「
残
り
９
体
を
探
し
て
い
ま
す
が
…
」

と
小
野
さ
ん
。
こ
れ
が
会
の
発
足
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
き
な
理
由
で

す
。

　

「
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
、
発
足
以
来
、
会
員
は
毎
月
の
よ

う
に
集
ま
り
、
地
元
の
資
料
収
集
だ

け
で
な
く
、
県
内
の
資
料
館
等
に
足

を
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
が
、

運
良
く
、
地
区
内
に
古
文
書
を
解
読

で
き
る
人
が
い
た
お
か
げ
で
随
分
と

助
か
っ
た
そ
う
で
す
。
会
員
も
写
真

が
得
意
な
人
、
文
章
の
上
手
な
人
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
力
を

発
揮
し
た
そ
う
で
す
。　

　

「
参
考
文
献
と
は
ダ
ブ
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
た
ね
」
と
小
野
さ

ん
。
年
月
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
資

料
が
少
な
く
な
る
た
め
、
「
早
く
完

成
さ
せ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ

っ
た
と
か
。

　

制
作
費
用
は
全
て
有
志
の
協
賛
金

や
会
員
の
持
ち
出
し
に
よ
る
も
の
。

小
野
さ
ん
は
「
印
刷
の
段
階
で
手
間

取
り
、
入
稿
か
ら
発
刊
ま
で
３
ヵ
月

か
か
り
ま
し
た
。
苦
労
し
ま
し
た
よ
」

と
話
し
ま
す
。
会
誌
は
地
区
内
に
は

無
償
配
布
し
、
学
校
等
に
は
寄
贈
、

そ
の
他
は
有
料
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

会
誌
題
字
か
ら
次
は
他
の
地
区
の

会
誌
制
作
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
小
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
今
は

ま
だ
未
定
」
だ
そ
う
で
す
。

阿
南
西
国
三
十
三
所
観
音
の
形
状
と
刻
銘

「
こ
れ
を
ひ
な
形
に
し
て
他
地
区
で
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
小
野
さ
ん
。
な
お
、
会
誌
販
売
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

小
野
さ
ん
ま
で
。
（　

0
9
7
‐
5
8
2
‐
0
2
2
0
）

久保地区：庄内東部に位置し、旧大字西長宝地域の一部で小野屋地区に隣接する。
　　　　　世帯数は83（10月末現在）。
（※）これは1805年に臼杵原の「佐藤與三右衛門」によって造立された観音。彼の父秀宗の願い
　　を子の與三右衛門が果たしたもので、古文書には11ヵ村に造立したとあります。
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このコーナーは「元気な人とまち」を応援するために
シリーズで掲載していきます。 　挾間少年剣道クラブは創立30年をこえ、地域で

も伝統ある少年少女の剣道クラブです。

　道場長である宮崎慶喜教士7段をはじめ4名の指

導者のもと、現在は小学生から中学生まで22名の

剣士が稽古に励んでいます。

　剣道は身体や心をきたえ、何事にも積極的に取り

組む精神を育て、さらには礼節を身に付けるなどす

ばらしいものがあります。また、試合では相手に打

ち勝つ喜びだけでなく、自身がどれだけ成長したか

を学び、相手への感謝の心も忘れません。

　クラブは毎週月曜日と金曜日の午後6時30分か

ら8時まで、挾間小学校体育館で練習しています。

宮崎道場長は「まず、基本稽古が大切」と基本技を

ていねいにわかりやすく、子ども達に教えています。

剣士の中には兄弟で習っている子どもも多く、お互

いに競い合い、日々精進しています。

　今年夏の県剣道連盟主催の大会では、強豪チーム

相手に粘り勝ちするなどチームも大変よい雰囲気です。

苦しさに負けない稽古に全員で頑張っています。

※クラブでは小学生の剣士を募集しています。また、

練習日の見学もできます。興味がある子どもさんや

保護者の方ははいつでも練習場をのぞいてください。

※お問い合わせは平野（ 　097-583-3867）まで。

由布さわやかキッズ❶

剣は心なり！

スポーツにがんばる
子どもたちを紹介します

挾間少年剣道クラブ挾間少年剣道クラブ

　お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事
前に市役所総合政策課へ電話でお申し込みください。対象となるのは、
3歳以下のお子さんで旧3町広報紙のお誕生日コーナーに掲載された
ことがない方とします。12月号掲載分は11月18日を締切とします。

　　由布市総合政策課広報広聴係　 097－582－1111 内線217

ハッピー バースデーバースデー11月ハッピー
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申込先

中津熊 晟人ちゃん

平成15年11月29日生　柿原

なかつくま あきと

平成16年11月12日生　大龍

元気で
たくましく、

やさしい男の子に
育ってほしいです。

まわりの
たくさんの方々

の愛情を受けて大きく
なっています！これから
も色々な表情で楽し

ませてね。

元気いっぱ
い食欲旺盛で、

ちょっと恥ずかしがり
屋の晟人くん。これか
らもお姉ちゃんと仲

良くね。

糸永 大樹ちゃん

平成16年11月2日生　田代

いとなが だいき

大くんお誕
生日おめでとう。
人一倍食べて動いて
元気な大くんです。兄ち
ゃんとも仲良く遊ん

でます。

橋本 光平ちゃん

平成15年11月7日生　柿原

はしもと こうへい

富川 颯真ちゃん

とみかわ そうま

 



　９月から挾間中学で勤務を始めていますが、実は３年前に来日。これまでは県内の
高校にＡＬＴとして勤めていました。大学ではジャーナリズムを専攻。スポーツでは
アメフト、バスケットボールやレスリングをやっていたそうです。陽気な表情が印象
的です。「ここは静かできれい。生徒たちも元気がよいですね」とうれしそう。日本
での滞在期間が長いだけに、馬刺とスッポン料理だ好きだとか。「給食メニューでは
チャンポンやカレーが好き」とすっかり日本の生活にも慣れ、ホームシックも平気だ
そうです。
　「ずっと長く日本にいたいね」と今でも日本語の漢字を勉強中。「見かけたら気軽
に声をかけてください」と最後にコメントしてくれました。

ジョール・サンディさん（25）
米国カリフォルニア州出身

　来日して２年目。穏やかな声で「湯布院の美しい街並みが気に入りました」と当地
の印象を話してくれました。故郷のマンチェスターは都会で、サッカーで有名な場所。
大学時代は英文学を専攻し、卓球が得意だそうです。湯布院中学は元気な生徒ばかり
でうれしいとか。日本食では天ぷらが大好き。「英国では日本食に人気があるんです
よ。とてもヘルシーですから」とコメント。でも、納豆は苦手。
　市内は温泉が豊富とあって温泉も大好き。「大勢の人と一緒に入ったのも初めての
経験でした」と言いますが、故郷には温泉がないそうです。今は毎週土曜日は日本語
学校に通学中。「１２月に試験があるんです」と大変そう。おかげで休日も家事にお
われてしまうとか。今後チャレンジしたいことは由布登山だそうです。

ハナ・ウォークさん（22）
英国マンチェスター出身

　「イメージチェンジしました」と来日時の長い髪をバッサリ切り、精かんな表情を
見せてくれました。庄内に住み始めて３ヵ月。初めての日本、そして由布市は「山あり、
川ありでとても美しいまち。そして日本人はとても親切」という印象を持ったようです。
大学ではアジア文化を学んだそうで、「漢字も大丈夫です」と日本語はバッチリ。カ
ツ丼、トリ天、スシなど日本食も好きで「特にウナギが好き」。今は冷泉に入ってみ
たいとか。
　野球、アメフトとスポーツは得意で大リーグ・ニューヨークメッツのファン。「以
前監督だったバレンタイン監督のロッテ球団は気になるね」とコメント。
「皆さん、恥ずかしがらず、話しかけてきて」と言ってくれました。

アンドル・ジェームズ・ストゥールズさん（22）
米国ニュージャージー出身

庄内
中学校

挾間
中学校

湯布院
中学校

お互いの文化の架け橋にお互いの文化の架け橋にお互いの文化の架け橋に
外国語指導助手・ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）の紹介

2005.11⑤④2005.11

　

観
光
地
と
知
ら
れ
る
湯
布
院
に
は
、

レ
ト
ロ
な
乗
り
物
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
人
力
車
は
、
乗

っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
な
く
、
道
行

く
人
た
ち
も
そ
の
風
情
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

湯
布
院
に
人
力
車
が
姿
を
現
し
た

の
は
二
年
前
の
三
月
。
観
光
人
力
車

と
し
て
全
国
九
エ
リ
ア
に
拠
点
を
受

け
持
つ
『
え
び
す
屋
』
が
、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

え
び
す
屋
湯
布
院
の
笠
原
俊
二
店

長
は
「
段
々
と
ま
ち
に
定
着
し
て
い

ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
よ
」

と
コ
メ
ン
ト
。
好
青
年
店
長
の
指
導

の
も
と
、
従
業
員
も
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
。
場
所
柄
、
ツ
ア
ー
客
の
利
用

が
多
い
そ
う
で
す
。

　

人
力
車
の
魅
力
は
、
利
用
者
が
直

接
そ
の
土
地
の
良
さ
を
体
感
で
き
、

心
地
よ
い
風
を
浴
び
な
が
ら
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
こ
と
。
ま

た
、
引
き
手
の
観
光
ガ
イ
ド
を
聞
く

こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
旅
の
楽
し
さ

を
一
層
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
人
力
車
の
歴
史
は
近
代
に
な

っ
て
か
ら
始
ま
り
、
明
治
時
代
か
ら

徒
歩
よ
り
も
高
速
な
移
動
手
段
と
し

て
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
カ
ゴ
が
姿
を
消
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
す
屋
湯
布
院
で
は
岐
阜
県
飛

騨
高
山
製
造
の
車
と
静
岡
県
伊
東
製

造
の
車
の
二
種
類
の
人
力
車
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
「
力
で
引
く
の
で
は
な

く
、
て
こ
の
原
理
を
利
用
」
と
笠
原

店
長
は
説
明
。

　

引
き
手
が
持
つ
バ
ー
に
は
滑
り
止

め
が
あ
り
、
座
席
の
下
は
物
置
が
あ

る
な
ど
車
に
は
細
か
い
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
雨
よ
け
や
風
よ
け

の
装
備
も
万
全
。
防
寒
に
カ
イ
ロ
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

「
な
か
な
か
乗
る
機
会
が
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

乗
っ
て
み
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
笠
原
店
長
は
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま
し

た
。

街角拝見
まちで見つけた
あれこれを紹介

街角拝見

心
地
良
い
風
と
光
を
浴
び
て

湯
布
院
の
街
に
溶
け
こ
む

人
力
車

▲右が岐阜県飛騨高山で、左が静岡県伊東で作られた
もの。ここでは全人力車に各々名前が付けられてい
ます。

▲さあ出発！　ここでは女性従業員も大活躍しています



　９月から挾間中学で勤務を始めていますが、実は３年前に来日。これまでは県内の
高校にＡＬＴとして勤めていました。大学ではジャーナリズムを専攻。スポーツでは
アメフト、バスケットボールやレスリングをやっていたそうです。陽気な表情が印象
的です。「ここは静かできれい。生徒たちも元気がよいですね」とうれしそう。日本
での滞在期間が長いだけに、馬刺とスッポン料理だ好きだとか。「給食メニューでは
チャンポンやカレーが好き」とすっかり日本の生活にも慣れ、ホームシックも平気だ
そうです。
　「ずっと長く日本にいたいね」と今でも日本語の漢字を勉強中。「見かけたら気軽
に声をかけてください」と最後にコメントしてくれました。

ジョール・サンディさん（25）
米国カリフォルニア州出身

　来日して２年目。穏やかな声で「湯布院の美しい街並みが気に入りました」と当地
の印象を話してくれました。故郷のマンチェスターは都会で、サッカーで有名な場所。
大学時代は英文学を専攻し、卓球が得意だそうです。湯布院中学は元気な生徒ばかり
でうれしいとか。日本食では天ぷらが大好き。「英国では日本食に人気があるんです
よ。とてもヘルシーですから」とコメント。でも、納豆は苦手。
　市内は温泉が豊富とあって温泉も大好き。「大勢の人と一緒に入ったのも初めての
経験でした」と言いますが、故郷には温泉がないそうです。今は毎週土曜日は日本語
学校に通学中。「１２月に試験があるんです」と大変そう。おかげで休日も家事にお
われてしまうとか。今後チャレンジしたいことは由布登山だそうです。

ハナ・ウォークさん（22）
英国マンチェスター出身

　「イメージチェンジしました」と来日時の長い髪をバッサリ切り、精かんな表情を
見せてくれました。庄内に住み始めて３ヵ月。初めての日本、そして由布市は「山あり、
川ありでとても美しいまち。そして日本人はとても親切」という印象を持ったようです。
大学ではアジア文化を学んだそうで、「漢字も大丈夫です」と日本語はバッチリ。カ
ツ丼、トリ天、スシなど日本食も好きで「特にウナギが好き」。今は冷泉に入ってみ
たいとか。
　野球、アメフトとスポーツは得意で大リーグ・ニューヨークメッツのファン。「以
前監督だったバレンタイン監督のロッテ球団は気になるね」とコメント。
「皆さん、恥ずかしがらず、話しかけてきて」と言ってくれました。

アンドル・ジェームズ・ストゥールズさん（22）
米国ニュージャージー出身

庄内
中学校

挾間
中学校

湯布院
中学校

お互いの文化の架け橋にお互いの文化の架け橋にお互いの文化の架け橋に
外国語指導助手・ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）の紹介
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街角拝見
まちで見つけた
あれこれを紹介

街角拝見

心
地
良
い
風
と
光
を
浴
び
て

湯
布
院
の
街
に
溶
け
こ
む

人
力
車

▲右が岐阜県飛騨高山で、左が静岡県伊東で作られた
もの。ここでは全人力車に各々名前が付けられてい
ます。

▲さあ出発！　ここでは女性従業員も大活躍しています
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ゆふいんオータムフェアゆふいんオータムフェアゆふいんオータムフェアのお知らせ平成17年度

10：00 開会式
　　　　・ベビーピック
　　　　・湯平温泉手拍子音頭
　　　　・陸上自衛隊湯布院駐屯地音楽隊
　　　　・後藤マリ＆ラスフローレンス
　　　　・玖珠町塚脇小エイサー隊
　　　　・湯平こども神楽
　　　　・ゆふいん源流少年隊
　　　　・消費者還元セール
　　　　・餅まき
15：30 閉会式

メインステージ・アトラクションメインステージ・アトラクション

★商工まつり
★歯科健康相談コーナー
★収穫物コンクール
★健康相談コーナー
★郷土の食コーナー

★健康料理コーナー
★魚のつかみどり
★環境保全コーナー
★フリーマーケット
★手作り石けん実演コーナー

催　し ※催しは変更する場合があります。催　し

◎駐車場の数が少ないので、乗り合わせや公共交通機関をご利
　用になりおこしください。
　〔お問い合せ先〕ゆふいんオータムフェア事務局（由布市環境課）

日程●11月20日（日）　　場所●由布院小学校グラウンド

日程●11月19日（土）・20日（日）　場所●湯布院公民館
内容●湯布院公民館、公民館主催教室、自主グループによる
　　　学びの展示・発表

第38回公民館まつり

0977-84-3111

閉会式終了後、
「新鮮野菜」「緑化木」の
無料配布があります。

閉会式終了後、
「新鮮野菜」「緑化木」の
無料配布があります。

　１０月１２日、健康づくりを目的にしたグラウン
ドゴルフ大会が、乙丸区と地域健康リーダー乙丸
ブロック主催で湯布院総合グラウンドで開かれま
した。
　秋風が吹く中、４０名の参加者があり、競技中に
ホールインワンが出ると、拍手や歓声があがり、
親睦を深めていました。

地域
で健康づくり地域
で健康づくり定期演奏会のお知らせ定期演奏会のお知らせ

　　　　　１０月７日、庄内中学３年生の生徒が市役所庄内庁舎を訪

れ、まちづくり学習会をしました。由布市合併後間もないこともあ

って、生徒たちからの質問事項も「男池のことを挾間や湯布院の人

は知っているのでしょうか？」「今後はどのような由布市になるの

でしょうか？」など身近な内容となりました。対応した市役所総合

政策課職員も、ひとつひとつにていねいに答えていました。

乙丸区長賞争奪グラウンドゴルフ大会開催

大きく育っています

            １０月１７日から１９日にかけて、大分南地区防犯協会の会
員や市関係職員などが市内３ヵ所で市民への防犯啓発のチラシを配
りました。ここ最近、全国的に悪質なリフォーム業者による被害が
ニュースなどで報道されています。このため協会では「その工事ほ
んとうに必要？悪質なリフォーム業者にご用心！！」と書かれたチラ
シを人通りの多い街頭で配布。１９日は湯布院の九州横断道路沿いで
注意を呼びかけました。

悪質業者にご用心！

　　　　 １０月１０日、『第３１回牛喰い絶叫大会』が湯布院町野々
草高原で開かれました。まちを代表するおなじみのイベントは、当
日は天候にも恵まれ、およそ９００人の来場者でにぎわいました。
まずは豊後ゆふいん牛の炭火焼きで腹ごしらえ。絶叫大会には１００
人が参加し、声の大きさやその内容の面白さを競いました。子ども
たちも大人に負けないほどの大きな声を出し、場内からは歓声や笑
いが起こりました。

秋空に響く声　

まちを教えて
………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………

            １１月１２日と１３日は挾間地域で「きちょくれ祭り」が開
かれますが、会場に展示されるものがこの『ジャンボカボチャ』。
当日は農産物販売コーナーの一角に姿を現し、重さあてクイズも
催されます。祭りを前に１１月２日には市農政担当職員が地域内の
農家宅を訪れ、ジャンボカボチャの発育状況を確認しました。写
真は中台地区の宇都宮寿勝さんが育てているカボチャ。祭り時に
は１０農家から出品される予定です。

まちかどまちかど プッアムズ〜ズ〜ムアップズ〜ムアップ

庄 内

湯布院

湯布院

挾 間

行事名：大分大学医学部混声合唱団Jubel Echo

　　　　第２０回定期演奏会

日　時：１２月３日（土）１７：３０開演

場　所：別府大学短期大学部大分キャンパス

　　　　文化ホール（大分市野田）

入場料：無料・全席自由

※合唱曲のほか、クリスマ
　スソングや童謡のステー
　ジもあります。
　ぜひ、ご来場ください。
※お問い合わせは本田さん
　まで。
（　090-6899-4645）
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年金無料相談会

女性の人権ホットライン

36時間エイズ電話相談

労働相談

無料人権相談所

養育費なんでも相談

精神科救急電話相談

教室・講習会

NPO日本健康太極拳協会大分県支部研修会

うつ対策県民講座

潜在助産師キャリア再開発研修会

募　集

相　談相　談

Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー
日時　〈第8回〉11月21日（月）〈第9回〉11
月28日（月）〈第10回〉12月12日（水）、各
回とも午前9時30分～午後4時
場所　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（ア
イネス）
内容　〈第8回〉人間関係に役立つやさしい心理学、
新しい自分を見つめ直す心地よいメイク〈第9回〉
企業の求める人材、ビジネスマナー、パソコン〈第
10回〉自分らしく生きるために、パソコン（イン
ターネット）など
定員　20人
申込・問い合わせ　（財）21世紀職業財団大分事
務所（　097－538－7755）
※託児あり（無料）

（楊　慧先生講習会）
　テレビでおなじみの楊慧先生による気功太極拳
の講習会を行います。
日時　11月23日（水）午後1時30分～3時30分
場所　湯布院厚生年金保養ホーム多目的ホール
参加費　一般3,000円（見学無料）
問い合わせ　県支部：中溝（　090－3665－
9090）

　うつ病について学習し、自分や周りの人がうつ
病にかかった時にどうしたらよいか、何ができる
か一緒に考えてみませんか。
日時　12月1日（木）午後1時30分～午後4時
場所　iichiko総合文化センター音の泉ホール
対象者　どなたでも参加できます
参加費　無料

テーマ　うつ病の理解とその対応
講師　防衛医科大学校　野村総一郎教授
問い合わせ　県精神保健福祉センター（  097－
541－6290）

日時　12月10日（土）～12月11日（日）
午前9時30分～午後4時30分
場所　県立看護科学大学看護研究交流センター（県
立病院保育所裏）
対象者　未就業助産師（年齢は問いません）
参加費　無料（資料代3,000円が必要）
内容　最近の産科管理、現在の妊婦指導の実際、
ディスカッションなど
申込・問い合わせ　赤ちゃん＆おっぱい電話相談
（　・FAX097－534－0753）
Eメール　oita-jyo@oct-net.ne.jp

～子どもたちは家庭のぬくもりを求めています～
　里親とは、親の病気や離婚などさまざまな事情
によって、家庭で生活できなくなった子どもを自
分の家庭に迎え入れ、愛情とまごころを込めて養
育してくださる方のことです。
　子どもが大好きで、健康的で明るい家庭であれば、
里親になるのに特別な資格は必要ありません。養
育をお願いする期間は数日間から数年間までさま
ざまです。県では、現在里親を広く募集しています。
説明会を開催しますので、関心のある方はだれで
も参加できますので、お気軽にお越しください。
里親制度説明会
日時　11月30日（水）午後2時～4時
場所　湯布院コミュニティセンター学習室（湯布
院庁舎前）
問い合わせ　県中央児童相談所（　097－544－
2016）、由布市福祉対策課（　0977－84－
3111）

日時　11月18日（金）午前10時～午後3時
場所　庄内町商工会館
対象者　庄内地域にお住まいの方
相談員　生野基（社会保険労務士・年金コンサル
タント）
申込・問い合わせ　庄内町商工会（　097－582
－0094）
※事前の予約が必要

日時　11月20日（日）午前10時～午後5時
相談電話　　097－532－0164
内容　夫やパートナーからの暴力、職場でのセク
シャルハラスメント、つきまとい（ストーカー）、
その他の人権問題
問い合わせ　大分地方法務局（　097－532－
3161内線36）

　12月1日の世界エイズデーにちなんで、36時間
連続で相談を受け付けます。エイズについて不安
のある方は気軽にご相談ください。
日時　11月26日（土）午前10時～11月27日（日）
午後10時
相談電話　　0120－545036（携帯電話、ＰＨ
Ｓからも可）

日時　11月25日（金）午後1時30分～4時30分
場所　コンパルホール
対象者　中小企業の労働者及び使用者
相談員　弁護士、社会保険労務士、行政機関等
相談方法　来場、電話による相談（予約不要）
問い合わせ　大分中小企業労働相談所（　097－
532－3040）

日時　12月7日（水）午前10時～午後3時
場所　庄内公民館
内容　金銭、登記、相続、家庭内の問題、借地・
借家、いじめ、名誉侵害、その他の人権問題
問い合わせ　大分地方法務局（　097－532－
3161内線36）

日時　12月10日（土）午前10時～午後4時
場所　大分県母子福祉センター（大分総合社会福
祉会館）
相談電話　    097－553－4194（当日のみ）
相談員　弁護士
内容　養育費の取り決め方法、金額等養育費全般
についての面接・電話相談
※面接は大分県母子寡婦福祉連合会（　097－
552－3313）に事前予約してください。
問い合わせ　大分県次世代育成支援課（　097－
536－1111内線2705）

日時　月曜日～土曜日（午後5時～9時）、日曜日・
休日〈祝日、12月31日～1月3日、8月13日～8
月15日〉（午前9時～午後9時）
相談電話　    097－541－1179
相談員　精神保健福祉士、看護師、保健師
内容  ①夜間、休日の時間帯に精神障害者、家族等
からの緊急的な精神科医療に関する相談に応じる。
②必要に応じて医療機関の紹介や受診指導
問い合わせ　大分県健康対策課（　097－536－
1111内線2662）

みんなのひろばみんなのひろばみんなのひろば
HOT LINEHOT LINE
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募　集
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10回〉自分らしく生きるために、パソコン（イン
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541－6290）

日時　12月10日（土）～12月11日（日）
午前9時30分～午後4時30分
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問い合わせ　大分中小企業労働相談所（　097－
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場所　庄内公民館
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内容　養育費の取り決め方法、金額等養育費全般
についての面接・電話相談
※面接は大分県母子寡婦福祉連合会（　097－
552－3313）に事前予約してください。
問い合わせ　大分県次世代育成支援課（　097－
536－1111内線2705）

日時　月曜日～土曜日（午後5時～9時）、日曜日・
休日〈祝日、12月31日～1月3日、8月13日～8
月15日〉（午前9時～午後9時）
相談電話　    097－541－1179
相談員　精神保健福祉士、看護師、保健師
内容  ①夜間、休日の時間帯に精神障害者、家族等
からの緊急的な精神科医療に関する相談に応じる。
②必要に応じて医療機関の紹介や受診指導
問い合わせ　大分県健康対策課（　097－536－
1111内線2662）
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スポーツ

お知らせ

東洋のチロルふゆのゆふウォーク

挾間地域自治区対抗軟式野球大会

知っていますか？建退共制度

住宅金融公庫からのお知らせ

庄内町商工会発行「お買物券」で
地元商工業の活性化を！

情報公開・個人情報保護総合案内所を
ご利用ください

九州中央７７スタンプラリー

 庄内町商工会では、買って得する「お買物券」を
発売します。使用期間は平成17年12月1日から
平成18年1月31日の2カ月間で、庄内町内商工業
者87店舗の加盟店でご利用できます。1セット1
万円（500円券が21枚。500円分上乗せ）で購
入できるお得な商品券です（限定1人5セットまで）。
さらにお楽しみ抽選で20名に2，000円分のお買物
券が当たります。
問い合わせ　庄内町商工会（　097－582－
0094）
お買物券販売所
●畑 田地 区　　ヤマザキショップきくち・幸商店
●阿 南 地区　　小野屋米穀・篠田商店・大黒屋薬局・
　　　　　　　長宝自動車ボデー
●西庄内地区　後藤酒店・さとう商店・エド・田 
                     代米穀プロパン店
●東庄内地区　みどり薬品・五ヶ瀬商店・三愛ド
                     ラッグマルミヤ店
●南庄内地区　角田建設・キッチンドール・小野
                     石油店
●阿蘇野地区　坂本砿業所
●庄内町商工会

　
 従来から情報公開法に基づき開設している情報公
開総合案内所を改組して、情報公開に加えて行政
機関等個人情報保護についても制度の仕組み、開
示請求等の手続きなど制度全般にわたる総合的な
案内を行っています。お気軽にご利用ください。
大分行政評価事務所
大分市新川町2－1－36（大分合同庁舎４階）
　　097－532－3787

　九州中央は豊かな自然の見どころや楽しいイベ
ントでいっぱい。熊本・大分・宮崎各県の44市町
村に設置されたスタンプを集めてビンゴを完成さ
せて応募すると、抽選で素敵な賞品が当たりす。
応募締切　平成18年1月16日（当日消印有効）
応募方法  スタンプを集めて応募してください。ス
タンプラリー応募はがき付きガイドブックは、陣屋
の村、喫茶「未来クラブ」、かぐらちゃや、由布院
温泉観光案内所に置いています。
賞品　九州中央の旅（1泊2日）、九州中央地域特産
品
問い合わせ　豊後大野市企画調整課 （　0974－
22－1001）
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11／13

11／20

11／23

11／27

12／4

12／11

12／18

湯布院厚生年金病院（湯布院）

何松内科循環器科（挾間）

おざきクリニック（庄内）

秋吉医院（湯布院）

森本整形外科クリニック（挾間）

佐藤医院（庄内）

南由布クリニック（湯布院）
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県政モニター募集

玩具を寄贈します

※駐車場は河川敷にあります。
コース（20キロコース）中洲賀グラウンド～工藤
三助廟～下筒口～堤子土地改良区～三国境～西福
寺～鬼崎～中洲賀グラウンド
コース（10キロコース）中洲賀グラウンド～工藤
三助廟～堤子土地改良区～西福寺～鬼崎～中洲賀
グラウンド
参加費　300円
申込方法　当日会場で受け付けます。
持参品　昼食、飲み物、雨具等（会員の方は会員証）
問い合わせ　大分県ウォーキング協会事務所
（　097－552－0867）

　10月9日、挾間上原グラウンドで8チームが参
加して軟式野球大会が行われました。大会結果は
次の通りです。
《優　勝》三船チーム　《準優勝》柏野チーム
《3　位》赤野チーム・古野チーム

　建退共制度は、建設現場で働く方々のために、
国が作った退職金制度です。掛金の一部を国が助
成します。
加入できる事業主　建設業を営む方
対象となる労働者　建設業の現場で働く人
掛金　日額310円
問い合わせ　建退共大分県支部（　097－536－
4800）

　台風14号により住宅に被害を受けられた方へ、
住宅の復旧に伴う融資を行っています。また、返
済期間の延長などお客様の状況に応じた返済方法
の変更等にも対応しておりますので、現在ご返済
中の金融機関または住宅金融公庫南九州支店まで
お気軽にご相談ください。
問い合わせ　住宅金融公庫南九州支店（　096－
387－2000）

　県では、電子メールや郵便を利用して、県政に
対するご意見やご提案を提出してくださる「県政
モニター」を募集しています。応募方法など詳し
くは、県広報広聴課または最寄りの県地方振興局
までお問い合わせください。
また、県庁ホームページ（http://www.oita.pref.jp/）
から申し込むことができます。
募集人員　メールモニター160人、文書モニター
40人
活動期間　平成18年4月～平成19年3月
応募資格　県内在住の20歳以上の方
問い合わせ　県広報広聴課広聴班（　097－536
－1111内線2097）

　庄内町商工会青年部は子どもたちにやさしいま
ちづくりを目指し、社会福祉活動の一環として、
玩具等を購入し希望団体（幼稚園児以下の団体）
に寄贈します。
対象団体　庄内地域にある幼稚園・保育園・子育
て支援団体（サークル）
寄贈数　3団体（応募多数の場合、抽選となります）
寄贈品　神楽面（紙）、粘土、クレヨン、折り紙
応募方法　往復はがきに団体名（代表者名）、住所、
電話番号（FAX）を記入のうえご応募ください。
申込期限　11月24日（木）
応募先・問い合わせ
庄内町商工会青年部事務局
（〒879－5421
由布市庄内町柿原207－4）　
    097－582－0094

～ふるさと大分再発見　健康・ふれあい・生きがい～
日時　12月11日（日）
9：00受付、9：30出発式、10：00スタート
集合場所　挾間中洲賀グラウンド（由布市挾間町
向原）
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情報公開・個人情報保護総合案内所を
ご利用ください

九州中央７７スタンプラリー

 庄内町商工会では、買って得する「お買物券」を
発売します。使用期間は平成17年12月1日から
平成18年1月31日の2カ月間で、庄内町内商工業
者87店舗の加盟店でご利用できます。1セット1
万円（500円券が21枚。500円分上乗せ）で購
入できるお得な商品券です（限定1人5セットまで）。
さらにお楽しみ抽選で20名に2，000円分のお買物
券が当たります。
問い合わせ　庄内町商工会（　097－582－
0094）
お買物券販売所
●畑 田地 区　　ヤマザキショップきくち・幸商店
●阿 南 地区　　小野屋米穀・篠田商店・大黒屋薬局・
　　　　　　　長宝自動車ボデー
●西庄内地区　後藤酒店・さとう商店・エド・田 
                     代米穀プロパン店
●東庄内地区　みどり薬品・五ヶ瀬商店・三愛ド
                     ラッグマルミヤ店
●南庄内地区　角田建設・キッチンドール・小野
                     石油店
●阿蘇野地区　坂本砿業所
●庄内町商工会

　
 従来から情報公開法に基づき開設している情報公
開総合案内所を改組して、情報公開に加えて行政
機関等個人情報保護についても制度の仕組み、開
示請求等の手続きなど制度全般にわたる総合的な
案内を行っています。お気軽にご利用ください。
大分行政評価事務所
大分市新川町2－1－36（大分合同庁舎４階）
　　097－532－3787

　九州中央は豊かな自然の見どころや楽しいイベ
ントでいっぱい。熊本・大分・宮崎各県の44市町
村に設置されたスタンプを集めてビンゴを完成さ
せて応募すると、抽選で素敵な賞品が当たりす。
応募締切　平成18年1月16日（当日消印有効）
応募方法  スタンプを集めて応募してください。ス
タンプラリー応募はがき付きガイドブックは、陣屋
の村、喫茶「未来クラブ」、かぐらちゃや、由布院
温泉観光案内所に置いています。
賞品　九州中央の旅（1泊2日）、九州中央地域特産
品
問い合わせ　豊後大野市企画調整課（　0974－
22－1001）
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11／13

12／11
小野歯科医院（庄内）
小原歯科医院（挾間）

０９７７－８４－３１７１

０９７－５８３－１１３１

０９７－５８２－００１３

０９７７－８６－２２４１

０９７－５８６－３７００

０９７－５８２－３１３１

０９７７－８５－５２４５

０９７－５８２－２２００

０９７－５８３－３８７７

11／13

11／20

11／23

11／27

12／4

12／11

12／18

湯布院厚生年金病院（湯布院）

何松内科循環器科（挾間）

おざきクリニック（庄内）

秋吉医院（湯布院）

森本整形外科クリニック（挾間）

佐藤医院（庄内）

南由布クリニック（湯布院）
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県政モニター募集

玩具を寄贈します

※駐車場は河川敷にあります。
コース（20キロコース）中洲賀グラウンド～工藤
三助廟～下筒口～堤子土地改良区～三国境～西福
寺～鬼崎～中洲賀グラウンド
コース（10キロコース）中洲賀グラウンド～工藤
三助廟～堤子土地改良区～西福寺～鬼崎～中洲賀
グラウンド
参加費　300円
申込方法　当日会場で受け付けます。
持参品　昼食、飲み物、雨具等（会員の方は会員証）
問い合わせ　大分県ウォーキング協会事務所
（　097－552－0867）

　10月9日、挾間上原グラウンドで8チームが参
加して軟式野球大会が行われました。大会結果は
次の通りです。
《優　勝》三船チーム　《準優勝》柏野チーム
《3　位》赤野チーム・古野チーム

　建退共制度は、建設現場で働く方々のために、
国が作った退職金制度です。掛金の一部を国が助
成します。
加入できる事業主　建設業を営む方
対象となる労働者　建設業の現場で働く人
掛金　日額310円
問い合わせ　建退共大分県支部（　097－536－
4800）

　台風14号により住宅に被害を受けられた方へ、
住宅の復旧に伴う融資を行っています。また、返
済期間の延長などお客様の状況に応じた返済方法
の変更等にも対応しておりますので、現在ご返済
中の金融機関または住宅金融公庫南九州支店まで
お気軽にご相談ください。
問い合わせ　住宅金融公庫南九州支店（　096－
387－2000）

　県では、電子メールや郵便を利用して、県政に
対するご意見やご提案を提出してくださる「県政
モニター」を募集しています。応募方法など詳し
くは、県広報広聴課または最寄りの県地方振興局
までお問い合わせください。
また、県庁ホームページ（http://www.oita.pref.jp/）
から申し込むことができます。
募集人員　メールモニター160人、文書モニター
40人
活動期間　平成18年4月～平成19年3月
応募資格　県内在住の20歳以上の方
問い合わせ　県広報広聴課広聴班（　097－536
－1111内線2097）

　庄内町商工会青年部は子どもたちにやさしいま
ちづくりを目指し、社会福祉活動の一環として、
玩具等を購入し希望団体（幼稚園児以下の団体）
に寄贈します。
対象団体　庄内地域にある幼稚園・保育園・子育
て支援団体（サークル）
寄贈数　3団体（応募多数の場合、抽選となります）
寄贈品　神楽面（紙）、粘土、クレヨン、折り紙
応募方法　往復はがきに団体名（代表者名）、住所、
電話番号（FAX）を記入のうえご応募ください。
申込期限　11月24日（木）
応募先・問い合わせ
庄内町商工会青年部事務局
（〒879－5421
由布市庄内町柿原207－4）　
    097－582－0094

～ふるさと大分再発見　健康・ふれあい・生きがい～
日時　12月11日（日）
9：00受付、9：30出発式、10：00スタート
集合場所　挾間中洲賀グラウンド（由布市挾間町
向原）




